
〒710－8530 岡山県倉敷市羽島1083番地
TEL (086) 434-7047（経営・担い手班）
　　 (086) 434-7048（産地指導第一班）
　　 (086) 434-7049（産地指導第二班）
FAX (086) 421-8253
E-mail kura-fukyu@pref.okayama.lg.jp
HP      http://www.pref.okayama.jp/soshiki/95/

岡山県備中県民局農林水産事業部

倉敷農業普及指導センター倉敷農業普及指導センター

検索倉敷普及

※本冊子のカラー版をホームページに掲載して
おりますので、あわせてご覧ください。

人づくり
産地づくり
ブランドづくり

人づくり
産地づくり
ブランドづくり

人づくり
産地づくり
ブランドづくり

くらしき
普及指導センターだより 2014
くらしき
普及指導センターだより 2014
くらしき
普及指導センターだより 2014

©岡山県「ももっち」と「うらっち」

岡山県備中県民局農林水産事業部
倉敷農業普及指導センター
岡山県備中県民局農林水産事業部
倉敷農業普及指導センター



目 次

特集① 新時代を拓く！もも産地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

特集② 育て！水田農業の担い手・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

力入れています！

新規参入者の募集をバックアップ！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

複式簿記からはじめる経営改善・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

次世代フルーツを進めています・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

年末年始も連島ごぼうが食卓に♪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

チャレンジセロリ教室開講！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８

総社で有望なりんどうの品種はどれだ！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９

ヒートストレスメーターを活用して夏を乗り切る！！・・・・・・・・・・・・・９

ご存じですか？

市内百貨店で「１５一会市」開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

「朝日特別栽培れんげ米」をどうぞ！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

イネＷＣＳ専用品種「たちすずか」の栽培が拡大・・・・・・・・・・・・・・・11

はじめまして！新農業士です ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

受賞おめでとうございます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

新しく農業始めます！どうぞよろしく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

平成27年１月30日 発刊

（表紙写真の説明）

（上）吉備路フルーツ作り初心者教室（ももの夏季せん定）

（下）ＪＡ岡山西果実共進会（もも）の審査風景

（右）イネＷＣＳ（稲発酵粗飼料）の収穫作業



特集① 新時代を拓く！もも産地

１．吉備路のもものブランド化をめざして

（１）「きびじ総社ピーチ・ブランディング協議会」を設⽴

ももは、供給期間が６～９月と短く、

加工等による年間を通じた供給体制の確

立が求められています。

そこで、ＪＡ岡山西吉備路アグリセン

ターを中心に、総社市の２つのもも生産

組合（吉備路もも出荷組合、総社もも生

産組合）で構成する「きびじ総社ピーチ

・ブランディング協議会」（代表：吉富

明）を６月20日に設立しました。

（２）もものスイーツ開発

協議会は備中地域の製菓店10店舗で構

成する「吉備の国スイーツ研究会」（代

表：吉水直樹）と連携して、新たなスイ

ーツの開発を進めています。ももの最盛

期である７～８月には、生果のフレッシ

ュな風味を生かしたスイーツ「もも太郎

ジュレ」を開発し、９店舗で約３千個販

売しました。

また、生果のない時期にもものスイー

ツを販売できるように、シロップ漬を使

ったスイーツの開発を進めています。11

月11日には、各店舗で試作したスイーツ

を試食し、スイーツに適したシロップ漬

の加工方法や品種について話し合いまし

た。その中で、シロップ漬の瓶の中でも

もの硬さにバラツキができる等の課題も

出てきました。

（３）今後に向けて

実需者である「吉備の国スイーツ研究

会」と一緒に、加工技術の向上を図り、

吉備路の顔となる新商品を育てていきた

いと考えています。

協議会の設立（６月20日）

シロップ漬を使った試作スイーツ

もも太郎ジュレ（７月26日から約１か月間販売）

吉備路もも出荷組合 https://www.facebook.com/kibijimomo

総社もも生産組合 https://www.facebook.com/soujamomo
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２．いざ首都圏へ･･･広がるももの販売先

吉備路もも出荷組合は平成25年度から、

総社もも生産組合は今年度から首都圏へ向

けて本格出荷を始めました。

今年度は昨年を大幅に上回る38.7ｔ（平

成24年2.8ｔ、平成25年14.9ｔ）を出荷し

ました。大田市場を経由し、「サン・フル

ーツ」、「新宿高野」などの高級果物専門店

での販売が定着し、岡山を代表するももと

して首都圏で販路拡大が進んでいます。

吉備路もも出荷組合は、首都圏の仲卸や

小売店の聞き取りをするとともに、一層の

有利販売と新規開拓のために高級スーパー

「九州屋東急二子玉川店」で岡山の桃フェ

ア（試食販売）を行うなど、吉備路産もも

の魅力を積極的に発信しています。

また、総社もも生産組合の秋山組合長は、

「新宿高野」で、ももの講座を行うなど消

費者へのＰＲも行っています。

仲卸との意見交換（７月19日）

消費者へのももの講座（９月５日）

３．浅原独特のマーケティング

浅原園芸組合は、倉敷市内の大学で食品栄養学を専攻する学生に、岡山県の特

産品への愛着を持ってもらおうと袋掛けや収穫など年３回の体験を行っていま

す。また、学生の中から希望者を募り果物専門店での試食宣伝のお手伝いもお願

いしています。学生からは、体験することで栽培の苦労がわかり、もものおいし

さが一層高まるとの意見が多くありました。

また、市場・仲卸の担当者へは、ももの生育・出荷予測状況等を早く正確に伝

えるため「浅原もも便り」を作り、情報を提供しています。写真が多く、わかり

やすいと市場からは高い評価を得ています。

大学生による袋掛け体験（６月８日）
浅原もも便り
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４．もも産地を支える新たな仲間増えてます

倉敷市、総社市では県の就農促進トータル

サポート事業で、ももの新規就農者の確保育

成に取り組んでいます。

今年度12月末時点で、倉敷市では３人、総

社市では５人がもも農家として就農しまし

た。さらに、２人の実務研修生が就農に向け

て準備を進めています。

若者が就農することで、Ｕターン就農する

人も増えており、地域の活性化に役立ってい

ます。
もも産地を見学する就農希望者（６月21日）

５．産地⼒を結集！⽟北新たな取り組みへ

高齢化や後継者不足で生産力が減少する

中、玉島北園芸協会もも部会は、関係機関

と共に「果樹産地振興プラン」を作成しま

した。

産地の維持発展を図るため、新規就農者

の受け入れや、園地の流動化、ＧＡＰの導

入などの専門部会を設置し、検討を進めて

います。
果樹産地振興プラン検討会議（10月30日）

６．地域ブランド品種「 恵 白」、「冬桃がたり」拡大中！
めぐみ はく ふゆ もも

倉敷地域では、８月下旬～９月中旬に成熟する「恵白」と、11月中旬に収穫し

て12月から出荷する「冬桃がたり」の２品種について、試験ほを設けて特性調査

を行っています。

まだ研究中ではありますが、生産者の興味は非常に高く、地域ブランド品種と

してももの長期出荷の一翼を担うことが期待されています。「冬桃がたり」は、岡

山大学等と連携して栽培技術や貯蔵方法の確立をめざしていきます。

※「恵白」、「冬桃がたり」は商標登録されています。

「恵白」試食会（９月５日） 「冬桃がたり」勉強会（11月５日）

３



特集② 育て！水田農業の担い手

１．水稲栽培の低コスト化
米価が低迷し水田農業の担い手不足が懸念されます。農家所得を向上するため

には生産コストを低減するしかありません。低コスト栽培方法として鶏ふんを用

いた施肥コスト低減、使用苗箱数を削減した疎植栽培があります。

（１）鶏ふんを用いた施肥コスト低減

鶏ふんと緩効性肥料（窒素単体）を組み合わせて、穂肥の省力化と低コスト

化を図りました。

その結果、鶏ふんは入水直前（２週間前以内）に施用することで大幅に肥料

代を削減できました。

（２）使用苗箱数を削減した疎植栽培

「アケボノ」の疎植栽培では坪37株植え（10ａ当たり苗箱数10枚）が確立し

ていますが、「にこまる」、「きぬむすめ」については取り組み事例がありません

でした。そこで現地で実証を行いました。

「にこまる」の疎植（坪37株植え）は、十分普及性があると思われました。

一方「きぬむすめ」は面積あたり茎数は少なかったものの、一穂粒数が増

加し、収量に大差はありませんでした。今後も継続して普及性を確認します。

●鶏ふん試験(平成25年、倉敷市西田） 品種：ヒノヒカリ

施肥 鶏ふん区 発酵鶏糞(3.1-7.2-4.2）190kg/10a ＋ LPSS100(41-0-0) 10kg/10a

対照区 有機エムコート077(10-7-7) 60kg/10a

※鶏ふん５月30日散布、代かき６月７日､移植６月10日（栽植密度30.2cm×21.0cm）
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●新品種の疎植栽培実証の収量調査結果（平成26年、倉敷市三田、豊洲）

※移植日：にこまる ６月７日、 きぬむすめ７月７日
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２．⻨の低コスト化
麦の基肥に鶏ふんを用いた肥料コスト低減実証を行っています。肥料の組み合

わせや施用量により、３～４割のコストが削減できます。土壌分析でリン酸やカ

リが十分と認められた場合、追肥に硫安を用いてコスト低減を図る施肥設計も可

能です。

また、現在栽培されている二条大麦「お

うみゆたか」が平成27年度から「スカイゴ

ールデン」に品種転換されます。それに伴

い、省力を目的とした新しい一発肥料が開

発されました。従来の一発肥料より後半に

肥効が現れるため、粗蛋白含量の向上など、

品質の向上が期待されています。平成27年

産麦において肥料の効果確認を行っていま

す。

岡山県では麦の生産振興を進めており、

これらの実証結果をふまえ情報提供を行うことにより、一層の安定生産に向けて

支援します。

●鶏ふんを用いた肥料コスト比較

従来の一発肥料を用いた場合

麦これ一発 50kg/10a（＠ 3,574 円/20kg）

化成肥料による分施の場合

PK セーブ 422 80kg/10a（＠ 2,110 円/20kg）

鶏ふんと硫安を用いた場合

鶏ふん 200kg/10a（＠ 187 円/13kg）

＋硫安 20kg/10a ×２回（＠ 1,210 円/20kg）

麦現地研修会（５月８日）

３．水田農業大規模経営体ネットワークで地域連携！体質を強化

しよう！！

平成25年９月に総社市、倉敷市の集落営農

等12組織でネットワークを設立し、同年12月

には個別経営体15戸が加わり27経営体で運営

しています。３ヶ月毎の定例会、会員相互訪

問、情報交換等の活動を行っています。

施策や新技術、病害虫等の情報がタイムリ

ーに得られ、作業支援や得意分野のノウハウ

交換で、お互いに助け合う関係が生まれるな

ど好評を得ています。

今後も、農家主導の主体性のある活動を進

めていきます。 会員相互訪問研修（８月６日）

５



大阪での就農相談会（10月４日）

倉敷地方新農業経営者クラブ

連絡協議会（管内全域）
今年から、倉敷地方新農業経営者

クラブ連絡協議会は、産地を盛り上

げるために若い新規参入者の勧誘を

始めました。

県内外の相談会に会員が参加し、

栽培方法や生産出荷組織の仕組み、

地域生活や子育て環境について説明

を行いました。

さらに独自に、現地相談会「就農

相談夜会」を始めました。県外から

多くの就農希望者が参加し、１泊２

日で納得していただけるまで話がで

きました。

新規参入者の募集をバックアップ！

「税務研修会」の様子（12月10日）「パソコン農業簿記 初級編」の様子（９月25日）

複式簿記からはじめる経営改善
新規就農者（管内全域）

普及指導センターでは、昨年度から新規就農者(就農５年以内)と農業実務

研修生（58人）を対象に「農業経営基礎講座」を開催しています。

複式簿記の基礎、パソコン農業簿記、青色申告を始めとする農業に関わる

税制等を学ぶことが、経営の分析や計画づくりに役立ち、経営改善につなが

ることを期待しています。

力 入れています！
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ぶどう生産組合および生産者（管内全域）

○展示ほを活用した美味しい「シャインマスカット」推進

岡山県は、次世代フルーツの１つとして「シャインマスカット」の生産

拡大と高品質安定生産を図るため、平成24年から県内の５か所に展示ほを

設置しています。

倉敷管内では、総社市福谷に展示ほを設置し、管内の生産者を対象に６

月と９月に研修会を実施し、房づくりの徹底を推進しました。３年間の調

査の結果、大房になると糖度が減少することがわかりました。

シャインマスカットは急速に拡大し、現在17haを超える面積となってい

ます。今後とも関係機関と連携し、高品質安定生産を進めていきます。

次世代フルーツを進めています

収穫時の研修（総社市，９月11日） 果房重と糖度との関係

○食べてもらうことが一番のＰＲ

管内の特産である「マスカット」や

「ピオーネ」、次世代フルーツである

「シャインマスカット」や「紫苑」を
し え ん

有利販売するため、関係機関と連携し

て試食宣伝や消費者ニーズのアンケー

ト調査を実施しました。

試食宣伝では、「美味しい」との意

見がほとんどですが、まだまだ次世代

フルーツの知名度が低く初めて食べる

消費者も多いため、今後も継続したＰ

Ｒ活動が必要です。
阪神百貨店でのＰＲ活動（７月11～12日）

平成26年度の主なＰＲ活動（ぶどう）

日 程 場 所 主なPR品種
6月14～15日 銀座千疋屋 マスカット

6月12日 山手直売所 マスカット
7月11～12日 阪神百貨店（梅田） ピオーネ、シャイン
10月18日 山手直売所 紫苑

力 入れています！
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JA倉敷かさや東部出荷組合

（倉敷市）ＪＡ倉敷かさや東部出荷組合では、

平成26年度から、年末年始の需要期に

も連島ごぼうを出荷できるよう「新旬

ごぼう」の出荷時期前進に取り組んで

います。

平成17年から「新旬ごぼう」の作型

を導入して出荷時期を長期化しており、

今回の取り組みによって、ほぼ周年の

出荷が可能になりました。今後は12月

からの出荷体制を整えるとともに作型

確立を目指しています。

年末年始も連島ごぼうが食卓に♪

「新旬ごぼう」の初出荷（12月20日）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

新旬ごぼう

秋まきごぼう

春まきごぼう

は種 新たな収穫時期 従来の収穫時期

チャレンジセロリ教室開講！

ＪＡ岡⼭⻄⼭⼿⽀店
蔬菜・メロン部（総社市）

総社市旧山手村地区は昭和33年から始

まる県内唯一のセロリ産地です。一時は

西日本最大の産地でしたが、宅地化の進

行、高齢化や後継者不足などで、栽培面

積は減少を続けています。

そこで今年度、ＪＡ、総社市と一緒に

特産である山手セロリ産地の復活を目指

し、新規の栽培者を募集しました。現在

２名の受講生が「チャレンジセロリ教室」

で種まきから収穫まで実習を通して研修

中です。
生産者からセロリの移植方法を

教わる受講生（10月６日）

力 入れています！
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総社リンドウ生産出荷組合（総社市）

総社リンドウ生産出荷組合（７戸、30a）は３年前から本格的にりんど

うの導入を始めました。平成26年度からは、更なる産地拡大に向けて、標高

の異なる２カ所（標高150m、350m）で有望品種の選定を行っています。

これまでの結果から、既存のおかやまオリジナル品種に加え、市販品種で

も有望品種が選抜できそうです。

総社で有望なりんどうの品種はどれだ！

りんどうの品種検討総社りんどう品種比較試験（定植１年目）

ヒートストレスメーターを活用して夏を乗り切る！！
びなん酪農組合（管内全域）

乳牛は暑熱によるストレスを受けやす

く、生産性（乳量や乳質、繁殖成績等）に

大きく影響することから、びなん酪農組合

（39戸、うち倉敷管内11戸）では、これま

で牛舎屋根へのドロマイト石灰塗布や送風

機整備等の暑熱対策に取り組んできまし

た。

これらの取り組みに加えて、今年度から

備南地区酪農経営支援チームは、温度と湿

度から乳牛の不快指数を表示するヒートス

トレスメーターを全戸に配布しました。こ

のメーターを送風機の風量調節の目安など

に活用し、暑熱対策をすすめていきます。

ヒートストレスメーター

力 入れています！

９



ご 存 じ で す か ？

倉敷地方農村生活交流グループ協議会（13グル

ープ、会員数131人）は、偶数月の15日に倉敷市

内の百貨店で「１５一会市」を開催し、農産加

工品の販売を行っています。

直売所では低価格競争の中で販売せざるを得

ないため、平成24年度から容器、容量、ラベル、

価格、賞味期限等、既存商品の見直しをしてき

ました。これらの商品を市内の百貨店で販売し

直接消費者の声を聞くことで、更に良い商品と

し、ブランド化を進めています。

特に４月に販売したもものシロップ漬は、百

貨店のバイヤーの目に留まり、その後常時販売

できるようになりました。

百貨店で常時販売できること

になった「桃いっぱい」

（もものシロップ漬）

市内百貨店で「１５一会市」開催
い ち ご い ち え い ち

「朝日特別栽培れんげ米」をどうぞ！

直売所で試食アンケート調査（11月15日）

吉備路朝日米特別栽培農産物生産組

合（34戸、２組織、35ha）は、平成26

年かられんげ緑肥を利用した「朝日特

別栽培れんげ米」約22haを栽培してい

ます。

今年度からＪＡ岡山西山手直売所「ふ

れあいの里」でも販売することになり、

当直売所で、新米を炊いてＰＲ試食と、

知名度や味、顧客ニーズを調査するア

ンケートを行いました。

今後も「朝日特別栽培れんげ米」の

高品質安定生産とブランド化を行って

いきます。
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昭和 63年に就農し、機械や雇

用労働力を有効に活用すること

で、県下有数の大粒系ぶどうお

よび水稲の大規模複合経営を実

現し、地域のモデル農家として

活躍されています。

岡田 秀樹 さん （倉敷市）

〔基幹品目〕ぶどう、水稲

ご 存 じ で す か ？

イネＷＣＳ専用品種「たちすずか」 の栽培が拡大

近年、籾が少なく茎が多収で、

高糖分で消化性に優れ、収穫適

期幅も長いイネＷＣＳ（稲発酵

粗飼料）専用品種の「たちすず

か」が注目され、岡山県でも平

成25年度から「Ｍotto自給飼料！

稲ＷＣＳ専用品種普及対策事業」

で、種子代の助成や団地化の支

援を行っています。

倉敷管内では「アケボノ」を

主体に約46ha分のイネＷＣＳが

生産されてきましたが、昨年度

から「たちすずか」の試作に取

り組み、今年度は総社市の２つ

の集落営農組織が本格的に栽培

を始めました（10.1ha）。
ＷＣＳ専用品種「たちすずか」の収穫作業

単収は「アケボノ」の1.2～1.5

倍の実績（約2.8ｔ/10a）をあげ

ました。

今後も、畜産農家の需要にあ

わせ、交雑等に注意しながら専

用品種の生産を拡大していく予

定です。

11

はじめまして！新農業士です



岡山県農林漁業功労者表彰

（知事表彰）

黄綬褒章

津郷 宜正さん（倉敷市）

岡山県果樹研究会会長や全国

果樹研究連合会ブドウ部会長な

どを歴任し、果物王国おかやま

の牽引役として活躍されました。

浅野 浩一さん
〔倉敷市、スイートピー〕

日本農業賞（県代表）
農事組合法人山田営農組合

（総社市）

農山漁村生活交流

グループ活動表彰
池田根っ子の会（総社市）

⾹⻄ 達夫さん
〔総社市、有機にんじん〕

渡辺 常吉さん
〔倉敷市、もも〕

受賞おめでとうございます
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岡山県農林漁業功労者表彰

（農林水産部長表彰）

浅野 俊彦さん
〔倉敷市、もも〕

仮⾕ 真戊留さん
〔総社市、アレキ〕

東 守さん
〔総社市、水稲〕

安延和幸さん

(倉敷市,もも)

吉田健太郎さん

(倉敷市,いちご）

岩﨑賢二さん

(倉敷市,もも)

浅原勝利さん

(倉敷市,もも)

上野正貴さん

(倉敷市,ｽｲｰﾄﾋﾟｰ)

佐伯亮太郎さん

(総社市,もも)

井田和宏さん

(総社市,水稲)

中津尚吾さん

(総社市,もも)

加藤通孝さん

(総社市,もも)

永倉隆大さん

(総社市,もも)

※平成26年４～10月までに新規就農者として市、町から報告のあった人のみを

掲載しています（五十音順）。

新しく農業始めます！どうぞよろしく
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〒710－8530 岡山県倉敷市羽島1083番地
TEL (086) 434-7047（経営・担い手班）
　　 (086) 434-7048（産地指導第一班）
　　 (086) 434-7049（産地指導第二班）
FAX (086) 421-8253
E-mail kura-fukyu@pref.okayama.lg.jp
HP      http://www.pref.okayama.jp/soshiki/95/
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